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高原の縄文王国高原の縄文王国高原の縄文王国高原の縄文王国高原の縄文王国 収収穫穫祭祭収穫祭
日 時 10月16日（日）10：00～15：00
会 場 井戸尻史跡公園

★縄文ワークショップ　10：00～15：00
　　石器時代や昔の農村の仕事や技術、生活を再現するような店で古代を体感します。
　　　　（内容により一部有料になります。）
　　　　石器づくり、ハスの花托を利用した手芸、石斧を使った木切り、貫頭衣の試着・記念撮影、飾
　　　　り玉づくり、石うすで粉ひき、裂き織り作品の販売、ワラゾーリづくり、クリ・ハシバミ・ハ
　　　　スの実の試食　などなど

★富士見縄文太鼓　　　11：00～
　　地元の富士見太鼓の皆さんと落合小学校「ぶち合わせ太鼓」の児童の皆さんが、特別に編曲した太
　　鼓の演奏を聴かせてくれます。

★縄文笛コンサート　　13：00～　　演奏　縄文笛 毅 さん
　　縄文時代の遺跡から出土した「笛」に似た土器の調べを再現した「縄文の土笛」による演奏。
　　縄文の里に響き渡る澄んだ土笛の音色に、はるか古代への思いを深めてください。

★縄文の祭式　　　　　14：00～
　　縄文土器の文様や土偶から想像される「くく舞」
　　や、当時の神話世界など縄文時代の祭りを再現
　　します。

※地元野菜の直売、昼にとん汁・古代食、午後には
　シカ肉・ツブ鍋などのサービスがあります。その他、
　簡単な飲食物の店も出ます。
※時間・内容は変更になることがあります。
※暖かい服装でお出かけください。
　また敷物などをお持ちください。
※お車は井戸尻考古館前に駐車してください。

1967年、福岡市生まれ。視力障害ゆえ小・中学校と盲学校に通う。
10歳よりリコーダー、15歳よりフルートを学ぶ。20歳の時インドへ
旅し、病に倒れ視力をほとんど失う。療養中に土笛と出会い制作を
始める。
1989年春、新宿の路上にて演奏活動開始。夏、自作の土笛に「縄文
笛」と名付けコンサート開始。
1996年、戸村正巳氏 制作・復元による「縄文の土笛」の演奏を始
める。

【奏者：プロフィール】

（撮影：滋澤雅人）

【お問い合わせ】井戸尻考古館　TEL64-2044　（有）5323
　　　　　　　　　　　　　　　URL  http://www.alles.or.jp/～fujimi/idojiri.html

主　催　 高原の縄文王国収穫祭実行委員会

くく舞

www.alles.or.jp/~fujimi/idojiri.html

